
令和 5 年度奈良県立医科大学 学校推薦型選抜 

数学入試問題『出題の意図』 

※ 『出題の意図』についての質問、照会には一切回答しません。

※ 本学入学試験の教科・科目ごとの配点については、令和５年度奈良県立医科大学学生

募集要項を参照してください。

[第 1 問] ２つの放物線の位置関係を題材として、２次関数の基礎的素養・習熟度を計る基

本問題である。 

[第 2 問] 有限数列の級数和を求める問題である。足し算を順序変更しても総和が不変であ

ることに着目して総和を導出させる応用問題であり、構想力・応用力を計る。  

[第 3 問] xyz 空間の原点を含まない直線を z 軸の回りに回転させて得られる曲面を素材とし 

て空間図形や微積分学に関する基礎事項の理解度を問う。 

[第4問] 等差数列を題材として数列の扱いについての基本事項・習熟度を問う問題である。 

後半は数え上げの包除原理を用いてある条件を満たす部分列の総和を導出させる応用問題 

である。 

[第 5 問] 部分分数展開により n についての有理式で表わされた数列の総和を求めさせる問 

題である。整式の因数分解や数列の総和の導出についての基礎事項の理解度を問う。 


